
當
な
語
法
を
工
夫
す
べ
き
無
地
が
見
出
さ
れ
る
。

　
猶
、
二
三
疑
問
の
儘
に
し
て
あ
る
所
を
み
た
が
、
こ
れ
ら
の
個
灰
は
魚
文

と
比
較
封
．
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
Q

　
以
上
、
秩
序
な
く
遡
、
細
な
鮎
ま
で
も
探
り
畢
げ
た
が
、
要
す
る
に
舷
て
出

づ
べ
き
決
定
版
を
よ
り
完
か
ら
し
め
ん
、
と
の
微
意
よ
り
繊
で
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
が
故
に
、
こ
の
黙
、
諜
者
も
必
ず
や
諒
と
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
最
後
に
、
吾
等
は
敬
震
の
念
を
以
て
北
東
の
決
定
版
へ
の
精
進
を
期
待
す

る
と
共
に
、
そ
れ
が
一
段
も
早
く
出
刊
さ
れ
て
、
今
後
浦
洲
史
研
究
の
如
何

な
る
論
文
に
在
っ
て
も
、
常
に
氏
の
和
月
浦
洲
實
録
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
を

整
ん
で
止
ま
な
い
。
（
秋
貞
實
逡
）

史
選
科
研
究
年
報
　
第
三
輯

小
堂
賢
覧
誇
大
前
文
政
畢
部
刊

　
本
書
鶴
牧
の
論
文
は
三
井
齋
考
〔
桑
田
六
郎
〕
・
目
明
交
通
史
上
の
所
謂
門

鑑
宣
徳
爾
要
約
の
疑
問
と
其
世
相
（
小
葉
田
淳
〕
・
南
洋
日
本
町
の
盛
衰
－
逞

羅
臼
本
町
の
盛
衰
－
〔
岩
生
成
じ
の
三
で
あ
る
。
此
の
中
便
宜
上
桑
田
氏
の

三
佛
齊
考
に
就
き
聯
か
記
し
以
っ
て
本
書
の
紹
介
に
代
へ
る
こ
と
」
し
度

い
。
先
づ
其
内
容
を
讃
む
に
緒
言
・
赤
土
・
室
利
佛
逝
・
三
黒
雨
の
四
章
に

分
か
つ
て
る
る
。
緒
言
に
於
て
は
唐
時
代
に
は
室
利
佛
逝
、
宋
代
に
は
三
佛

齊
の
名
を
討
っ
て
支
那
に
入
貢
し
て
贋
る
ス
マ
ト
ラ
の
王
國
に
閣
…
す
る
從
來

の
談
研
究
の
結
果
に
閾
…
し
て
記
さ
れ
、
三
期
の
獲
展
が
あ
っ
た
と
し
、
其
遊

を
辿
っ
て
問
題
の
進
展
を
明
示
す
る
と
共
に
、
現
在
に
於
け
る
問
題
の
所
在

紹

介

を
指
摘
し
て
居
る
。
第
二
節
の
「
赤
士
」
は
添
書
の
南
螢
傳
に
記
載
さ
れ
ご
居

る
赤
土
國
は
南
洋
の
凡
慮
に
あ
る
か
に
就
い
て
所
見
を
披
濾
し
た
も
の
で
、

（｝

j
晴
使
が
馬
來
牛
島
東
海
岸
に
滑
う
て
雨
下
せ
る
こ
と
、
（
二
）
帳
代
に
は

赤
土
國
の
名
な
く
、
国
書
に
は
室
利
息
漸
な
く
、
蒲
亀
画
塾
の
説
述
が
似
て

居
る
こ
と
、
（
三
）
賢
叉
爾
…
國
の
四
至
が
一
致
寿
て
居
る
等
の
諸
善
か
ら
階
の

赤
土
國
は
唐
の
蜜
利
佛
逝
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
た
。
第
三
節
「
野
荒
佛
逝
」
の

條
に
於
て
は
唐
僧
断
篇
に
依
っ
て
初
め
て
正
確
に
支
那
に
紹
介
さ
れ
る
に
至

っ
た
室
利
佛
逝
は
ス
マ
ト
ラ
の
窄
巴
・
琶
ぴ
婁
σ
q
な
る
こ
と
を
朗
謹
し
、
更
に
既

國
の
唐
へ
の
入
貢
に
就
い
て
記
し
て
居
る
。
唐
代
の
記
録
に
依
る
と
室
利
回

癒
が
始
め
て
入
貢
し
た
の
は
唐
高
宗
の
威
享
年
間
で
、
其
以
後
玄
宗
の
天
寳

元
年
の
入
貢
を
最
後
と
し
、
昭
宗
の
天
砧
元
年
に
至
る
迄
、
全
く
入
貢
が
杜

絶
し
た
。
其
理
由
は
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ち
う
か
。
こ
れ
は
九
…
世
紀
の
前

孚
に
於
て
室
利
佛
逝
の
園
力
が
不
振
に
立
至
っ
た
結
果
と
思
ふ
。
然
る
に
孚

面
隣
國
の
詞
陵
一
瓜
暁
i
が
天
恩
以
前
に
入
貢
す
こ
と
少
な
き
に
反
し
て
、

大
暦
、
元
和
年
間
頻
繁
に
入
貢
し
て
居
る
。
こ
れ
邸
ち
爾
闘
の
盛
衰
を
示
す

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筒
ほ
進
め
て
言
へ
ば
、
大
難
、
元
和
翻
ち
入
世
紀

の
後
牛
か
ら
九
世
紀
初
め
に
亙
る
詞
陵
の
活
動
・
は
…
則
ち
ジ
ヤ
バ
の
燃
．
邑
。
｝
乙
養

家
の
活
動
を
意
昧
し
て
滑
る
。
と
こ
ろ
が
此
の
瓜
畦
の
～
ま
芝
屋
家
ほ
室
利

島
癒
王
家
と
閾
…
係
を
生
じ
、
後
者
も
亦
紛
濠
邑
冠
家
と
な
り
、
か
く
て
此
王

家
に
岱
つ
（
室
利
佛
齊
の
國
勢
不
振
が
挽
回
さ
れ
た
。
天
赫
元
年
の
喜
泣
國

入
貢
は
か
x
る
黙
情
に
二
つ
く
も
の
と
家
憲
さ
れ
る
Q
第
四
節
「
三
佛
齊
」
の

條
に
於
て
は
麿
代
室
利
佛
齊
と
製
し
た
國
が
帯
代
に
は
三
佛
務
と
し
て
盛
ん

に
入
貢
す
る
の
で
あ
る
が
何
故
に
簑
利
佛
齊
が
竃
馬
齊
の
文
字
に
提
換
え
ら

策
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
二
一
七

（　2・　17　）



紹

介

れ
た
か
に
就
い
て
考
へ
る
に
、
其
理
由
は
岡
々
教
徒
の
南
洋
獲
麟
に
依
る
と

田
心
ふ
り
印
ち
図
々
｝
教
徒
の
南
洋
獲
展
は
H
σ
昌
因
一
さ
益
嬉
N
び
。
げ
及
び
ω
巳
墜
謬
滋
鐸

に
依
っ
て
詳
細
に
倣
け
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
九
世
紀
の
中
頃
翻
ち
唐

宣
宗
の
世
に
は
廣
州
に
多
数
の
岡
教
鞭
が
居
住
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
か

ら
三
洋
互
角
に
も
同
じ
く
僑
履
し
て
屠
た
に
相
違
な
い
。
彼
等
の
記
録
に
依

る
と
室
利
佛
蓬
を
ω
．
興
げ
。
N
2
ω
霧
げ
。
罫
と
書
い
て
居
る
。
要
す
る
に
三
佛
齊

は
回
々
教
．
徒
の
呼
び
方
が
支
出
に
思
え
ら
れ
た
爲
に
斯
く
介
入
が
漢
字
を
當

て
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
思
ふ
に
園
々
教
徒
の
活
動
は
南
洋
史
上
に
一
時
期
を

劃
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
室
利
佛
齊
と
支
那
と
の
關
係
も
是
を
一
鞍
機
と
見

得
る
の
で
あ
っ
て
、
「
軍
に
國
名
が
印
度
流
か
ら
図
々
教
徒
流
虹
攣
化
し
た
に

止
ま
ら
ず
、
天
意
以
後
久
し
い
間
支
那
史
料
に
沈
期
し
て
居
た
室
利
東
回
國

と
支
那
と
の
關
係
が
、
宋
初
か
ら
俄
然
復
活
し
て
來
た
の
は
、
一
に
彼
れ
等

の
活
動
に
依
る
も
の
で
あ
ら
う
」
と
し
、
更
に
宋
史
理
事
齊
に
就
い
て
詳
細
な

る
考
謹
的
古
敵
を
加
え
、
特
に
三
佛
齊
と
贈
卑
と
の
關
係
に
就
い
て
論
じ
て

居
る
。
宋
曾
要
や
資
治
通
鑑
長
編
に
依
れ
ば
、
元
盤
年
閻
に
三
下
前
門
卑
國

使
が
來
貢
し
て
居
る
記
事
が
見
え
る
。
此
の
三
田
齋
・
臆
卑
國
を
以
っ
て
コ
國

と
考
へ
る
〔
讃
外
代
答
〕
か
、
或
は
…
南
無
を
［
國
と
考
へ
る
〔
帯
下
〕
か
は
早
く

よ
り
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
我
が
國
で
も
桑
原
博
士
は
二
國
と
解
し
、
藤

田
博
士
は
一
篇
と
解
熱
し
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
二
臨
説
の
と
る
可
か
ら
ざ

る
は
、
三
佛
齊
晴
単
閣
の
入
震
に
際
し
て
、
失
朝
の
彼
に
野
す
る
心
墨
が
三

層
齊
に
限
ら
れ
脈
卑
に
及
ん
で
居
な
い
黙
か
ら
推
測
出
來
よ
う
。
更
に
諸
蕃

志
に
は
渤
林
郵
舅
p
す
冒
み
聾
瞬
を
袖
幕
齊
の
厨
臨
に
敬
へ
て
湿
り
、
島
夷
下
略

に
は
奮
港
℃
p
冨
5
げ
撃
㈹
の
他
に
三
佛
聾
が
あ
り
、
而
も
演
奏
玄
〔
婚
卑
〕
を
指

第
二
十
二
巷
．
第
｝
號
　

二
｝
入

し
て
居
る
Q
既
の
黙
か
ら
、
三
相
齊
の
申
心
が
弓
p
す
5
聴
骨
か
ら
蹴
甲
西
の

］，

k
り
玄
に
移
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
「
蜀
巴
。
罎
ぴ
§
槻
か
ら

鋤
き
玄
へ
の
灌
力
の
移
韓
は
男
p
す
回
善
言
騎
王
室
が
H
包
こ
げ
一
に
遽
心
し
た
と
考

へ
る
よ
り
、
り
巴
聾
旨
讐
7
2
王
室
が
没
落
し
、
新
た
に
從
來
そ
の
馬
國
で
あ
っ
た

冒
七
二
國
が
勃
蝕
目
し
、
從
っ
て
O
o
「
圃
需
品
9
属
は
嚢
へ
て
、
甥
H
貢
ぎ
、
コ
闘
が
是

に
代
っ
て
興
り
、
℃
巳
。
彰
ぴ
聾
ぴ
q
は
却
っ
て
そ
の
罵
國
と
な
っ
た
と
考
へ
得
よ

う
」
o
「
然
し
支
棚
史
料
で
ほ
三
蓋
齊
の
入
貢
は
佐
然
と
し
て
縫
心
し
て
行

く
。
是
は
滋
藤
が
謄
卑
即
、
ち
該
巳
草
稿
の
入
貢
を
三
佛
齊
の
入
貢
と
し
て
取

扱
つ
た
と
も
見
え
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
む
し
ろ
謄
卑
が
自
ら
三
佛
齊
の
縫
承

者
を
以
っ
て
任
じ
、
三
伸
齊
の
名
を
冠
し
、
後
に
は
軍
に
ヨ
佛
齊
と
し
て
入

貢
し
た
と
見
る
方
が
黙
實
に
當
っ
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
し
と
さ
れ
、

三
亡
子
に
憎
巴
窪
き
巴
薦
を
都
と
す
る
も
の
と
冒
ヨ
葺
を
都
と
す
る
屯
の
と

が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
、
更
に
諸
種
の
事
情
か
ら
判
断
し
て
（
宋
の
元
豊
年

無
に
は
其
中
心
は
後
者
に
移
っ
て
廣
た
と
力
説
さ
れ
て
屠
る
。

　
以
上
極
め
て
簡
略
で
は
あ
る
け
れ
ど
コ
ニ
佛
齊
駕
し
に
就
い
て
紹
介
し
た
。

言
ふ
迄
で
も
な
く
桑
田
教
授
は
南
海
史
に
無
し
て
深
い
浩
詣
を
持
っ
て
居
ら

れ
る
。
太
諭
交
は
其
片
鱗
を
示
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
論
交

合
奮
來
の
違
説
を
正
し
、
更
に
一
歩
を
進
め
、
或
は
新
見
解
を
披
歴
さ
れ
た

鮎
も
甚
だ
多
い
。
今
此
庭
で
其
一
一
に
就
き
諜
蘭
な
批
到
を
行
ふ
の
は
紹
介

者
の
宜
く
す
る
駈
で
は
な
く
、
別
に
萱
門
研
究
嚢
に
挨
つ
こ
と
」
し
度
い
。

唯
だ
讃
後
の
感
想
を
敢
て
記
す
な
ら
ば
、
行
交
の
流
麗
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
、

記
述
ほ
吾
々
多
岐
に
亙
り
、
其
結
果
動
医
す
れ
ば
所
論
を
進
め
る
た
め
に
は

左
程
に
必
要
な
く
、
そ
れ
が
あ
る
爲
却
っ
て
譲
著
の
理
解
を
混
馳
せ
し
め
る

（　・．）．IS　）



や
う
な
所
が
な
い
謬
で
は
な
い
。
元
畜
語
種
の
歴
史
地
理
的
考
謹
を
中
心
と

す
る
論
文
に
於
い
て
其
理
解
を
因
難
な
ら
し
め
る
も
の
ほ
論
理
や
内
容
の
深

遠
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
記
述
の
複
難
の
結
果
に
依
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

所
論
の
本
流
に
直
接
關
係
の
な
い
も
の
ほ
な
る
可
く
註
文
申
に
入
れ
て
欲
し

か
っ
た
。
猫
亦
理
解
に
便
す
る
が
爲
に
隔
心
を
作
り
、
更
に
同
地
異
名
表
の

如
き
も
あ
っ
た
な
ら
と
二
心
ふ
。
例
へ
ば

　
赤
土
一
1
単
利
佛
齊
一
1
金
〔
舎
の
誤
〕
戦
記
逝
1
1
の
匡
く
こ
曙
帥
。
狼
雨
量
一
1
狼
牙

　
脩
一
1
郎
迦
成
昌
凌
露
語
1
一
凌
牙
冥
加
到
龍
牙
躍
角
一
1
び
①
碧
。
・
多
ρ
1
1
穿
薦
㌣

、
鴫
○
碧
旨
一
1
U
p
巳
窮
弩
】
（
ρ

と
い
ふ
が
如
く
に
Q
此
他
3
1
用
の
漢
文
な
ど
も
句
讃
黙
を
付
け
る
親
切
が
欲

し
か
っ
た
。
二
十
一
頁
の
珊
府
一
7
6
鞄
よ
り
の
引
用
文
、
帥
ち
剥
離
五
年
林
邑

賦
火
珠
…
…
法
曽
羅
利
…
園
波
利
國
潰
｝
能
平
林
早
使
賦
方
物
の
如
き
は
こ
の
儘

で
は
讃
み
得
ま
い
。
試
み
に
原
本
に
當
る
な
ら
ば
、

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
五
年
〔
貞
観
四
年
五
月
の
誤
〕
O
林
邑
獄
火
珠
O
状
如
水
晶
Q
羅
正
午
時
0

　
以
珠
承
景
Q
取
更
衣
之
し
跳
火
見
云
。
得
於
羅
利
國
。
波
利
國
遣
使
随
林

　
邑
使
物
方
物
。

と
讃
む
可
き
か
と
思
ふ
。
是
に
依
る
と
軍
に
氏
の
引
用
す
る
記
郵
が
難
讃
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
7
5
鵬
の
異
本
に
で
も
依
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
疑

は
れ
る
程
誤
字
脆
字
が
あ
る
。
鵜
匠
の
唐
書
所
引
の
記
事
に
就
い
て
見
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

通
行
本
に
は
與
婆
利
羅
刹
二
關
使
一
二
僧
來
。
と
な
っ
て
遡
り
、
矢
張
二
字
不

足
し
て
凝
る
。
偶
然
に
原
文
に
穿
つ
た
二
記
事
が
．
爾
者
共
に
斯
の
如
し
と
す

る
と
、
他
の
引
用
文
に
於
て
も
、
そ
れ
が
稽
々
讃
み
難
い
も
の
だ
と
、
直
ぐ

に
無
用
な
疑
ひ
が
掛
け
置
く
な
る
。
此
他
校
正
不
充
分
の
爲
に
生
じ
た
誤
穂

紹

介

が
屡
々
目
に
付
く
Q
勿
論
此
等
の
こ
と
は
何
れ
も
些
細
の
こ
と
で
、
所
論
の
．

儂
値
を
い
さ
玉
か
も
損
ず
る
も
の
で
な
い
の
で
は
あ
る
が
。
妄
評
多
謝
Q
（
菊

版
　
三
八
三
頁
　
東
京
湾
田
榊
保
町
二
　
巌
松
堂
書
店
彫
塗
）
　
〔
小
野
〕

○
囚
貨
け
切
三
図
。
。
一
〇
9
…
U
δ
嵐
。
蜂
2
α
2
Φ
9
鼠
∩
箒
ヲ
匹
。
⇔

　
O
o
の
9
圃
多
韓
○
湯
。
プ
第
二
　
切
鴨
。
ひ
。
訂
～
む
も
。
O
・

　
薯
…
者
タ
ル
ト
・
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ
ほ
、
川
場
在
ベ
ル
リ
ン
の
噺
教
授
、
古
く
は
「
近
世

交
霊
史
」
誓
書
（
一
九
〇
〇
1
一
九
〇
繍
）
や
「
世
界
史
の
段
階
箭
造
と
そ
の
諸

法
則
」
（
一
九
〇
蹴
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
最
近
で
は
「
史
的
生
成
論
」
（
一
九
二
五
）

や
「
ド
イ
ツ
精
製
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
」
（
一
九
三
二
）
等
多
緻
の
述
作
に
よ

っ
て
、
我
國
の
史
學
界
に
も
既
に
黒
く
紹
介
濟
み
の
人
で
あ
る
か
ら
、
雁
三

蔵
握
に
於
け
る
彼
の
立
場
な
り
、
十
九
世
紀
以
來
の
濁
逸
史
學
思
想
の
雁
史

の
線
の
上
に
於
い
て
考
へ
ら
る
べ
き
彼
の
位
置
づ
け
な
り
に
つ
い
て
、
今
更

こ
』
に
言
葉
を
費
す
に
も
及
ぶ
ま
い
。

　
さ
て
、
本
書
は
、
題
し
て
「
獲
展
的
歴
史
研
究
の
互
匠
た
ち
し
と
籍
せ
ら
れ

る
。
こ
」
に
云
ふ
「
獲
展
的
燧
史
研
究
」
と
は
、
著
者
に
佐
れ
ば
、
個
々
の
歴

史
事
實
そ
の
亀
の
か
ら
出
置
す
る
の
で
は
な
く
、
長
き
事
實
の
纒
過
か
ら
繊

薄
し
、
且
つ
時
…
聞
を
謡
え
て
そ
れ
を
相
互
に
統
一
に
於
い
て
結
び
つ
け
、
何

年
、
何
十
年
を
一
ま
と
め
に
し
て
鎖
に
蓮
結
し
、
或
は
更
に
進
ん
で
何
世
紀
、

志
士
世
紀
の
蓮
綿
た
る
賢
酒
か
ら
ま
と
ま
っ
た
系
列
を
形
づ
く
ら
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

る
、
史
的
蜀
象
の
取
扱
ひ
領
し
を
諸
天
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
輩
に

　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

「
記
蓮
的
な
歴
史
叙
述
と
の
封
立
に
於
い
て
」
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
「
記
述
的
な
歴
史
研
究
が
確
か
な
事
實
、
脚
ち
誤
謬
を
沸
ひ
落
さ
れ
た
傳

第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
二
一
九
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